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Ｊ
Ｒ
東
日
本

か
な
め
Ｇ
が
総
会

　
「
変
化
」テ
ー
マ
に
邁
進

暖
か
い
４
月
は
良
さ
そ
う

カ
ス
ハ
ラ
へ
の
対
応
指
針
を
策
定

　

こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た
３

月
の
１
世
帯
当
た
り
平
均
の

洗
濯
代
支
出
（
総
務
省
統
計

局
・
家
計
調
査
＝
二
人
以
上

の
世
帯
）
は
、
前
年
同
月
比

18
・
６
％
減
（
89
円
減
の

３
８
９
円
）
と
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
。
前
年
割
れ
は
１
月

（
７
・
８
％
減
）
以
来
２
か
月

ぶ
り
で
、
２
ケ
タ
減
は
今
年

初
め
て
。

　

左
の
表
は
、
直
近
10
年
の

１
～
３
月
の
支
出
額
の
推

移
。
今
年
３
月
の
３
８
９
円

は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
含
め
た
10

年
間
の
３
月
で
ワ
ー
ス
ト
と

８
・
７
％
減
、
勤
労
者
世
帯

が
４
・
２
％
減
。

　

こ
の
冬
は
暖
冬
と
言
わ
れ

た
が
、
３
月
に
関
し
て
は
低

温
と
な
っ
た
地
域
が
多
く
、

桜
の
開
花
も
平
年
よ
り
遅
れ

た
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ

た
。

　

そ
の
一
方
、
４
月
に
入
る

と
暖
か
い
空
気
が
流
れ
込
ん

だ
時
期
も
あ
っ
た
た
め
、
全

国
的
に
暖
か
く
な
っ
た
。
北

・
東
日
本
と
沖
縄
・
奄
美
で

は
１
９
４
６
年
の
統
計
開
始

以
降
で
４
月
と
し
て
１
位
の

高
温
と
な
っ
た
ほ
ど
。
そ
れ

に
伴
い
、
衣
替
え
も
進
み
、

「
３
月
の
マ
イ
ナ
ス
を
カ
バ

ー
で
き
た
」
と
い
う
ク
店
も

少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

４
月
以
降
の
巻
き
返
し
に
期

待
し
た
い
。

な
る
。

　

勤
労
者
世
帯
の
３
月
も

15
・
１
％
減
（
79
円
減
の

４
４
６
円
）
だ
っ
た
。

　

１
～
３
月
の
ト
ー
タ
ル

は
、
二
人
以
上
の
世
帯
が

　

「
お
客
様
は
神
様
」
で
は
な

い
？
―
―
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ

ハ
ラ
な
ど
様
々
な
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
が
社
会
的
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
事
業
者
が
顧

客
な
ど
か
ら
理
不
尽
な
言
動

や
要
求
を
受
け
る
「
カ
ス
ハ

ラ
（
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
）」
も
、
そ
の
一
つ
。
ス

タ
ッ
フ
を
守
る
意
味
か
ら
も
、

▼
ダ
イ
ヤ
商
会
社
長
に
時
田

安
健
氏

　

東
京
の
か
な
め
会
員
機
材

商
の
㈲
ダ
イ
ヤ
商
会
（
国
立

市
市
富
士
見
台
）で
は
先
月
、

時
田
勝
弘
社
長
が
辞
任
し
会

長
に
就
任
。
後
任
の
代
表
取

締
役
社
長
に
は
、
時
田
安
健

氏
が
就
任
し
た
。

▼
フ
ル
プ
ラ
社
長
に
矢
後
史

彦
氏

　

ダ
イ
ヤ
ス
プ
レ
ー
エ
ク
セ

レ
ン
ト
等
を
製
造
・
販
売
す

る
㈱
フ
ル
プ
ラ
（
本
社
・
東

京
都
台
東
区
）
で
は
、
４
月

23
日
開
催
の
臨
時
株
主
総
会

お
よ
び
取
締
役
会
に
お
い
て
、

古
澤
正
弘
社
長
が
辞
任
。
後

任
の
代
表
取
締
役
社
長
に
は

矢
後
史
彦
氏
が
就
任
し
た
。

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
は
、
顧

客
の
所
有
物
を
取
り
扱
う
と

い
う
性
質
上
、
交
換
や
返
金

で
済
む
こ
と
が
多
い
他
業
種

よ
り
顧
客
対
応
が
難
し
い
側

面
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
何

か
あ
っ
た
際
は
ス
タ
ッ
フ
に

全
て
お
任
せ
、
で
は
な
く
、

こ
の
機
会
に
会
社
と
し
て
の

ル
ー
ル
作
り
を
行
っ
て
み
て

は
？

日
に
、
カ
ス
ハ
ラ
の
防
止
条

例
制
定
に
向
け
た
基
本
方
針

を
取
り
ま
と
め
た
。
民
間
だ

け
で
な
く
、
役
所
や
学
校
な

ど
あ
ら
ゆ
る
職
場
で
カ
ス
ハ

ラ
を
禁
じ
、
防
止
に
向
け
た

都
や
顧
客
、
事
業
者
の
責
務

を
明
示
し
た
も
の
で
、
こ
の

方
針
を
基
に
条
例
案
を
策
定

し
、
秋
の
都
議
会
で
の
成
立

を
目
指
す
と
い
う
。

毅
然
と
し
た
対
応
を
行
う
企

業
姿
勢
を
内
外
に
示
す
も

の
」（
同
社
）。
そ
の
全
文
は
、

Ｈ
Ｐ
に
て
見
る
こ
と
が
で
き

る
（「
Ｊ
Ｒ
東
日
本　

カ
ス

ハ
ラ
」
で
検
索
）。

　

な
お
、
東
京
都
も
５
月
22

　

な
お
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
も
行
わ
れ
た
が
、

船
木
代
表
（
理
事
長
）
以
下
、

全
員
が
留
任
と
な
っ
た
。

　

総
会
後
に
は
賛
助
会
員
を

交
え
て
の
研
修
会
が
行
わ
れ
、

今
回
は
「
計
９
人
の
業
界
人

が
語
る
、
業
界
の
現
況
と
未

来
～
コ
イ
ン
、
リ
ネ
ン
、
海

外
情
勢
、
販
促
、
ｅ
ｔ
ｃ
…
」

の
テ
ー
マ
で
開
催
。
一
人
ひ

と
り
は
短
い
時
間
な
が
ら
、

自
社
の
新
た
な
取
り
組
み
に

関
し
て
、
本
音
で
語
る
ス
タ

イ
ル
が
好
評
で
あ
っ
た
。

ジ
を
し
て
い
る
方
々
に
お
話

を
し
て
い
た
だ
く
。
取
材
・

録
音
Ｎ
Ｇ
と
し
た
の
で
、
ざ

っ
く
ば
ら
ん
な
話
を
聞
い

て
、
今
後
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ

け
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

総
会
で
は
、
全
て
の
議
案

が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

メ
イ
ン
と
な
る
資
材
の
共
同

購
買
事
業
は
５
年
ぶ
り
に
前

年
を
上
回
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
も
好
調
に
推
移
。
今
年

度
は
、
さ
ら
な
る
拡
販
を
目

指
し
、
充
実
し
た
商
品
群
を

構
築
し
て
い
く
。

進
し
て
い
き
た
い
。
今
日
の

研
修
会
も
、
例
年
と
は
趣
向

を
変
え
て
、
我
々
の
業
界
の

中
で
、
画
期
的
な
チ
ャ
レ
ン

て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
が
狂
い
、
ク
店
も
メ

ー
カ
ー
も
我
々
機
材
商
も
、

し
た
船
木
代
表
は
、
「
新
型

コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し

て
、
ち
ょ
う
ど
１
年
。
人
の

動
き
も
戻
っ
て
、
繁
忙
期
も

今
の
と
こ
ろ
昨
年
を
上
回
っ

　

か
な
め
流
通
グ
ル
ー
プ

（
全
国
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
資
材

卸
商
協
同
組
合
、
船
木
春
男

代
表
）
で
は
、
２
０
２
４
年

（
第
37
期
）
通
常
総
会
・
研

修
会
を
５
月
９
日
に
都
内
で

開
催
。
組
合
員
や
賛
助
会
員

な
ど
、
昨
年
を
上
回
る
約
50

人
が
参
加
し
て
賑
や
か
に
行

わ
れ
た
。

　

総
会
の
冒
頭
に
あ
い
さ
つ

利
益
が
出
な
い
体
制

に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。〝
今
ま
で
通

り
〟
で
は
存
続
も
危

う
く
な
る
ほ
ど
で
、

当
グ
ル
ー
プ
も
『
変

化
』
を
テ
ー
マ
に
邁

し
っ
か
り
と
し
た
対
策
を
講

じ
る
企
業
も
出
て
き
た
。

　

代
表
さ
れ
る
の
が
、
４
月

26
日
付
で
「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
方

針
」
を
策
定
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日

本
だ
。

　

方
針
は
、「
当
社
グ
ル
ー

プ
の
社
員
が
安
心
し
て
働
く

こ
と
の
で
き
る
職
場
環
境
を

整
備
し
、
お
客
さ
ま
へ
継
続

的
に
安
全
で
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め

に
、
お
客
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
・
ご
要
望
に
対
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
真
摯
に
対
応
し
て

い
く
一
方
で
、
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
て
は

人

事

▲
例
年
と
は
趣
向
を

変
え
て
行
わ
れ
た
研

修
会
は
好
評
に

洗
濯
代
、低
温
の
３
月
２
ケ
タ
減▲スタッフのプライバシーを守

るため、名札の実名記載をやめ

る企業も増えている（写真はイ

メージ）

船木春男代表

2024年
2023年
2022年
2021年
2020年
2019年
2018年
2017年
2016年
2015年

225
244
188
207
292
309
301
327
302
339

1月
金額単位：円

※網掛け部分は最も金額が低かった年

2月 3月
◆ 1世帯当たり洗濯代支出の推移

1~3月計
235
208
184
185
294
318
312
278
318
333

389
478
401
417
391
520
589
424
536
606

849 
930 
773 
809 
977 
1,147 
1,202 
1,029 
1,156 
1,278 

188 184

389

773 




